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２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東
日
本

大
震
災
発
生
か
ら
２
年
と
２
カ
月
が

経
過
し
ま
し
た
。
被
災
地
の
復
興

は
、
単
に
震
災
前
の
状
態
に
戻
す

〝
復
旧
〟
で
は
な
く
、
震
災
以
前

か
ら
被
災
地
が
抱
え
て
い
た
少
子

高
齢
化
や
産
業
衰
退
な
ど
の
課
題

に
向
き
合
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
東
京
電
力
福

島
第
一
原
発
事
故
は
、
戦
後
一
貫

し
て
原
子
力
依
存
度
を
高
め
て
き

た
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
見
直

す
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
太
陽
光
、
風
力
、

水
力
と
い
っ
た
地
域
の
自
然
の
力
を

利
用
し
て
生
み
出
さ
れ
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
率
の
向
上
、
地
球
温
暖
化
対
策
、

さ
ら
に
は
将
来
の
産
業
育
成
に
つ
な

が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
然
豊
か
な
東
北
は
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
潜
在
能
力
が
極
め

て
高
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

風
車
の
設
置
数
は
青
森
が
全
国
１

位
、
秋
田
が
５
位
と
、
す
で
に
風

力
発
電
の
先
進
地
域
と
な
っ
て
い
る

ほ
か
、
秋
田
で
は
コ
メ
ど
こ
ろ
東
北

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
引
き

出
せ
る
と
し
て
、
農
業
用
水
路
な

ど
を
利
用
し
た
小
水
力
発
電
シ
ス

テ
ム
の
開
発
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
土
地
面
積
の
70
％
以
上
、

４
７
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
森
林
が
占

め
る
東
北
地
方
で
は
、
年
間
約
53

万
ト
ン
発
生
す
る
と
い
う

「
林
地
残

材
」
を
通
じ
た

「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
」
へ
の
期
待
が
高
く
、
雇
用

創
出
も
見
込
め
る
林
業
を
復
興
の

基
幹
産
業
に
据
え
る
べ
き
と
の
政
策

提
言
を
発
表
す
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク

も
あ
り
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
７
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定

価
格
買
取
制
度
」
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
気
の
買
い
取

り
を
電
力
会
社
に
義
務
づ
け
る
な

ど
、
社
会
全
体
で
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
普
及

・
拡
大
さ
せ
る
た

め
の
制
度
で
す
。
ま
た
、
２
０
１
１

年
12
月
に
施
工
さ
れ
た

「
復
興
特

区
法
」
は
、
被
災
し
た
自
治
体
が

地
域
の
状
況
や
特
性
を
踏
ま
え
て

自
ら
作
成
し
た
メ
ニ
ュ
ー
に
基
づ
い

て
復
興
を
加
速
さ
せ
る
た
め
の
制

度
で
、
こ
の
活
用
に
よ
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
定
的
確
保
に
も
知
恵
を

絞
っ
て
い
こ
う
と
の
機
運
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
震
災
後
に
つ
く
ら
れ
た

新
制
度
や
復
興
支
援
の
動
き
に
後

押
し
さ
れ
、
民
間
に
よ
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
新
し
い
挑
戦

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
月
の
マ
ン

ス
リ
ー

・
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
２
０
１

２
年
夏
か
ら
開
始
し
た

「
中
長
期

復
興
支
援
事
業
」
の
う
ち
、
宮
城

県
で
実
施
中
の

「
緑
の
〝
環
〟
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト　

～
持
続
可
能
な
林
業
と

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
を
通
じ
た
地

域
活
性
化
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

わ

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
被
災
地
の
復
興



自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
を
目
指
す

　

宮
城
県
気
仙
沼
市
街
か
ら
北
へ

車
で
約
20
分
、
曲
が
り
く
ね
っ
た

山
道
の
途
中
に
、
大
小
の
丸
太
が

た
く
さ
ん
積
ま
れ
た
木
材
集
積
場

が
あ
り
ま
す
。
入
口
付
近
に
立
て

ら
れ
た
の
ぼ
り
に
は

「
間
伐
材
買

取
り
実
施
中
」
の
文
字
。
木
材
を

積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
が
次
々
に
行
き

交
い
ま
す
。
旧
温
泉
地
だ
っ
た
土

地
を
利
用
し
て
、
２
０
１
２
年
12

月
か
ら
毎
月
数
回
、
市
民
を
対
象

に
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
用
の
間
伐
材

を
買
い
取
り
、
２
０
１
３
年
４
月
末

に
は
、
こ
れ
ま
で
で
最
も
多
い
89

ト
ン
が
、
こ
の
集
積
所
に
搬
入
さ

れ
ま
し
た
。

　

入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、

気
仙
沼
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
株

式
会
社

（
Ｐ
３
参
照
）
が
実
施
す

る

「
間
伐
材
買
い
取
り
」
の
一
場

面
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
持

ち
山
な
ど
か
ら
木
を
切
り
出
し
て

収
入
を
得
る
個
人
の
林
業
者
を
育

成
す
る
と
と
も
に
、
建
材
に
な
ら

な
い
間
伐
材
な
ど
を
加
工
し
た
バ

イ
オ
マ
ス
燃
料
を
普
及
さ
せ
る
こ

と
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
続
的
に

確
保
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
雇

用

・
就
業
の
場
を
生
み
、
持
続
可

能
な
社
会
を
目
指
す
取
り
組
み
で

す
。

　

シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
は
地
域
の
こ

う
し
た
挑
戦
を
、
中
長
期
復
興
支

援
事
業

「
緑
の
〝
環
〟
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト　

～
持
続
可
能
な
林
業
と
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
を
通
じ
た
地

域
活
性
化
」
の
枠
組
み
で
応
援
し

て
い
ま
す
。
山
林
の
所
有
者
や
副

業
と
し
て
林
業
を
始
め
よ
う
と
す

る
住
民
向
け
の
講
習
会
の
開
催
、

「
木
材
集
積
場
」
の
運
営
な
ど
が

主
な
サ
ポ
ー
ト
の
一
つ
で
す
。

　

切
り
出
し
た
木
を
集
め
る
こ
の

集
積
場
で
は
、
間
伐
材
は
１
ト
ン

あ
た
り
３
０
０
０
円
＋
地
域
通
貨

「
リ
ネ
リ
ア
」
３
０
０
０
円
分
で
買

い
取
ら
れ
ま
す
。
リ
ネ
リ
ア
は
、

山
か
ら
出
る
利
益
を
地
域
内
で
循

環
さ
せ
る
た
め
に
生
み
出
さ
れ
た

も
の
で
、
市
内
の
復
興
商
店
街
な

ど
約
１
８
０
店
舗
で
使
え
ま
す
。

ま
た
、
集
め
ら
れ
た
木
材
は
、

薪
や
チ
ッ
プ
な
ど
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

燃
料
に
加
工
さ
れ

「
地
産
地
消
」

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
予
定
。

現
在
、
高
台
へ
の
集
団
移
転
に
向

け
た
話
し
合
い
が
進
む
気
仙
沼
市

内
に
お
い
て
、
建
設
予
定
の
災
害

公
営
住
宅
の
公
共
ス
ペ
ー
ス
へ
薪
ボ

イ
ラ
ー
な
ど
の
設
置
を
検
討
し
て

お
り
、
消
費
電
力
量
や
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
関
す
る
調
査

を
実
施
中
で
す
。

　

こ
の

「
緑
の
〝
環
〟
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
協
働
事
業

で
連
携
し
た
実
績
が
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

と
林
業
の
再
生
に
取
り
組
む
多
く

の
企
業

・
団
体
と
協
力
し
て
実
施

し
て
お
り
、
宮
城
県
登
米
市
で
も

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

森
林
資
源
を
有
効
活
用
す
る
と
と

も
に
、
地
域
の
外
へ
お
金
が
流
出

す
る
の
を
防
ぐ
仕
組
み
を
つ
く
る

こ
と
で
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が

る
被
災
地
発
の
復
興
モ
デ
ル
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
北
共
益
投
資
基
金

９
案
件
に
投
資

　

「
被
災
地
の
経
済
復
興
を
実
現
す

る
た
め
、
地
元
企
業
の
復
興
が
急

務
」
と
の
観
点
か
ら
、
シ
ビ
ッ
ク

フ
ォ
ー
ス
は
、
２
０
１
１
年
11
月
に

「
一
般
財
団
法
人
東
北
共
益
投
資

基
金
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
１
年
半
。
同
基
金
は

こ
れ
ま
で
、
宮
城
県
石
巻
市
の
雄

勝
硯
生
産
販
売
共
同
組
合
や
佐
藤

造
船
所
、
及
川
電
機
、
同
県
気

仙
沼
市
の
ピ
ー
ス
ネ
イ
チ
ャ
ー
ラ

ボ
、
亘
理
郡
の
ト
ラ
ス
ト
、
牡
鹿

郡
の
女
川
町
宿
泊
村
共
同
組
合
、

時
、
シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
に
は
東
日

本
大
震
災
の
支
援
活
動
で
培
わ
れ

た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
民
間
な
ら
で
は
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
い
た
だ
け
る

の
で
は
な
い
か
と
心
強
く
思
っ
て
い

る
」
と
期
待
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

自
治
体
と
の
協
定
締
結
は
、
静

岡
県
袋
井
市
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
、

三
重
県
に
つ
づ
き
４
例
目
と
な
り
ま

す
。

　
女
川
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
、
岩
手
県
釜

石
市
の
ヒ
カ
リ
フ
ー
ズ
、
三
陸
い
り

や
水
産
の
９
案
件
＋
２
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
投
資

・
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

２
０
１
３
年
３
月
か
ら
事
務
局
長

に
就
任
し
た
吉
田
哲
也
さ
ん
は
、

「
こ
れ
ま
で
10
年
以
上
、
東
北
を
含

む
地
方
中
小
企
業
再
生
の
現
場
に

身
を
置
い
て
き
た
経
験
を
生
か
し
、

地
域
の
力
に
よ
る
事
業
の
再
興
、

新
し
い
事
業
の
成
長
の
た
め
に
貢
献

し
た
い
。
こ
の
支
援
の
形
が
被
災

地
か
ら
地
域
活
性
化
モ
デ
ル
と
し
て

波
及
し
て
い
け
ば
」
と
話
し
て
い
ま

す
。

Monthly Topic
Civic Force の複数の事業
の中から、 注目のトピック

をお知らせします。

次
の
災
害
に
備
え
て

愛
知
県
と
協
力
協
定
締
結

　

次
の
災
害
に
備
え
て
自
治
体
や

企
業
と
の
連
携
を
進
め
る
シ
ビ
ッ

ク
フ
ォ
ー
ス
は
、
４
月
17
日
、
愛

知
県
と
災
害
時
相
互
協
力
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。
協
定
で
は
、
災

害
時
に
迅
速
で
効
果
的
な
被
災
者

支
援
の
実
現
を
目
指
し
て
、 

①
災

害
時
の
情
報
収
集
及
び
伝
達
、
②

災
害
時
に
お
け
る
物
資
の
調
達
、

供
給
及
び
緊
急
輸
送
、
③
市
町
か

ら
要
請
が
あ
っ
た
場
合
の
避
難
所

等
で
の
被
災
者
支
援
、
④
県
が
主

催
す
る
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、 

⑤

定
期
的
な
意
見
交
換 

な
ど
の
面
で

協
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

大
村
秀
章
知
事

(

写
真
右

)

か

ら
は

「
本
県
で
災
害
が
発
生
し
た

地域通貨 「リネリア」

わ

　

こ

れ

は

、

気

仙

沼

市

の

「
震

災

復

興

計

画

再

生
エ
ネ
ル

ギ

ー

導



中長期復興支援事業

NPO パートナー協働事業

Civic Force では、 緊急時から約 1 年半にわたる支援活動の中で見えてきた被災地の課題解決に向けて、 さらに腰を据えて取
り 組 む た め、 2012 年 夏 か ら 「中 長 期 復 興 支 援 事 業」 を 続 け て い ま す。 各 事 業 の 進 捗 状 況 を ご 報 告 し ま す。
http://www.civic-force.org/emergency/higashinihon/choki/

■観光再生プロジェクト　
～ “訪れたいまち” に向けた官民協働の仕組みづくり
宮城県気仙沼市が復興重点事項に掲げる “観光” 戦略立案

をサポート。 観光戦略会議への参加や観光資源活用に関す

る調査のほか、 今年 4 月には地元金融機関や行政、 企業

が参画する 「リアス観光復興プラットフォーム」 立ち上げ予定。

■命をつなぐ翼プロジェクト　
～ヘリを活用した緊急医療搬送支援
震災以前から医療過疎が進む沿岸被災地で、 救急医療搬送

用ヘリを導入し、 高度医療機関へのアクセス改善を目指す事

業。 5 月 21 日の運行開始に向けて、 現在、 各種関係者と

の調整や調査を実施中。

■緑の “環” プロジェクト　～持続可能な林業と木質バ
イオマス活用を通じて地域を活性化
詳細は P2 をご覧ください。

■共 “還” まちづくりプロジェクト　
～地域発 ・ 住まいとしごとの創造的復興チャレンジ支援
被災地で生まれた NPO や被災地行政と協力し、 すでに集団

移転を決めた地域で始まっている新しいまちづくりのサポート

や、 これからまちづくりを進めていく地域で、 専門家派遣や

人材育成などのプログラムを支援。

■夢を応援プロジェクト　
～奨学金 × 地域発の教育プログラムで若者サポート
東日本大震災の影響で就学継続が困難な状況にある被災地

の高校生が社会人になるまでの最長 7 年間、 月 3 万円の奨

学金を給付するとともに、 被災地内外での教育プログラムな

どを実施。

きょうかん

わ

Civic Force の活動は、

多くの企業や NPO、 行

政などに支えられていま

す。 パートナーからの旬

なメッセージをお届けす　

　　　るコーナーです。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の

重
要
性
が
高
ま
る
な
か
、
こ
れ
を

真
に
自
立
的
な
地
域
づ
く
り
に
つ

な
げ
る
た
め
に
は
、
住
民
参
画
の

も
と
、
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活

用
し
、
経
済
効
果
が
域
内
で
循
環

す
る
よ
う
に
進
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
林
業
と
密
接
に
か
か

わ
り
継
続
的
な
燃
料
供
給
に
つ
な

が
る

「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
」
の
普

及
事
業
は
、
復
興
の
枠
に
と
ど
ま

ら
な
い
、
地
域
再
生
へ
の
新
し
い

挑
戦
だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
度
第
３
次
補
正
予
算

事
業
の
枠
組
み
で
、
気
仙
沼
市
か

ら

「
緑
の
分
権
改
革
」
被
災
地
復

興
モ
デ
ル
実
証
調
査
の
委
託
も
受

け
、
ま
ず
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

・
普
及
拡
大

を
目
指
し
、
木
材
の
供
給
体
制
の

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

山
で
木
を
切
る
人
、
加
工
す
る

人
、
消
費
す
る
人
な
ど
、
地
域

内
の
多
く
の
人
が
森
と
か
か
わ
る

こ
と
で
豊
か
に
な
れ
る
好
循
環
の

仕
組
み
を
作
り
上
げ
る
に
は
、
ま

だ
課
題
が
山
積
み
で
す
。
そ
う
し

た
中
、
シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
は
こ
の

事
業
の
意
義
を
理
解
し
、
地
域
内

外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
つ

つ
、
政
府
や
他
団
体
で
は
手
が
出

し
に
く
い
初
期
投
資
の
部
分
で
支

援
を
決
め
て
く
れ
ま
し
た
。
新
し

い
こ
と
に
挑
戦
す
る
恐
さ
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
こ
の
上
な

い
使
命
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

宮
城
県
で
石
油
製
品
の
販
売
や

高
圧
ガ
ス
の
製
造
販
売
な
ど
の
事

業
を
行
う
気
仙
沼
商
会
の
代
表
と

し
て
、
長
年
、
気
仙
沼
を
中
心
に

地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
震
災
で
は
、

津
波
で
所
有
し
て
い
た
タ
ン
ク
が

流
さ
れ
る
な
ど
大
変
で
し
た
が
、

水
産
業
の
復
活
に
向
け
て
燃
料
の

安
定
供
給
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

石
油
会
社
の
立
場
か
ら
、
ま
た
祖

父
の
代
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
〝
林

業
〟
の
課
題
と
も
う
一
度
向
き
合

う
た
め
、
震
災
後

「
気
仙
沼
地
域

エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発(

株)

」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

被災した人々が地域の復興に向けて主体的に取り組む事業をサポートしています。 2013 年 5 月現在、

以下の団体と 4 件の事業を実施中です。 http://www.civic-force.org/emergency/higashinihon/npo/

■岩手県臨床心理士会 ：

被災県における数少ない “職能集団” として、 多種多様な心のケア事業を展開中。

■オールラウンドヘリコプター ：

過疎化や医師不足が深刻な被災地で行政 ・ 医療機関などと連携して地域医療格差を改善。

■しんりん ：

木質ペレット燃料や国産材などの森林資源活用を通じて持続可能な地域社会を推進。

■生活クラブやまがた ：

山形県米沢市で福島の避難者を受け入れ、 経済的 ・ 精神的なサポートを実施中。

2013 年 5 月 11 日現在実施中の東北支援事業の一部をご報告します。
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銀
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井
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■ 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
：
ホ
ー
ム
ペ
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ジ

「
オ
ン
ラ
イ
ン
募
金
」
を
ク
リ
ッ 

 

ク
し
て
く
だ
さ
い
。

https://bokinchan2.com
/civicforc

e/donation/bokin/page1.php?boki

n_type=donation

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

「
被
災
地
の
今
を
知
る
」

　

シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
が
国
内
外
で

展
開
中
の
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

す
る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

「
被
災
地
の

今
を
知
る
」
を
、
週
１
回
、
発
行

し
て
い
ま
す
。
ご
登
録
は
こ
ち
ら
か

ら
。

h
ttp

:/
/
w

w
w

.c
ivic

-
fo

rc
e
.o

rg/
m

ail

m
ag/

被災地からのメッセージ

　震災から 2 年。 このコーナーでは、 被災した東北で暮らす方々の声を届けます。 今回は、 宮城県気
仙沼市内で電機店を営む井上電気商会の井上剛彦さんにお話を伺いました。

　　　　　震災が発生した時には気仙沼駅の裏側で仕事をしていました。 お店
の中はテレビなど不安定なものは倒れ、 2 階は食器棚が全部ひっくり返り、
台所はガラスの破片が散乱して 1 週間くらいは中に入れない状態でした。

　そして現在、 道が舗装され、 がれきが撤去されていく様子を見ると、 復興
しているんだなという実感を得ることができます。 ただ、 子どもたちの教育
環境に目を向けると、 まだ仮設住宅が校庭に設営されている学校もあり、
復旧はまだまだという側面もあります。 子どもたちの声を聞くと、 部活の練
習場所に困っていたり、 スペースの問題でお昼なしの運動会が開催された
りしてさみしいと言います。 私も一人の父親として、 子どもたちにはなるべく
不自由をかけたくないという思いがあります。

気仙沼市
井上電気商会 井上さん

　今回全国の皆さまにたくさんのご支援をいただき、 とても感謝しています。 今後、 感謝の気持ちを込め
て気仙沼市として何かの形で恩返しがしたいです。 感謝するという気持ちを忘れなければ、 これからも
皆さんとつながっていけるはずです。

日
経
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
大
賞
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に

　

様
々
な
社
会
的
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス

の
手
法
で
解
決
す
る

「
ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
」
の
分
野
で
優
れ
た
取

り
組
み
を
表
彰
す
る

「
日
経
ソ
ー

シ
ャ
ル
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
大
賞
」
の
フ
ァ

イ
ナ
リ
ス
ト
35
団
体
が
発
表
さ
れ
、

シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
が

「
東
北
復
興

支
援
部
門
」
の
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
の

一
団
体
と
し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
次
へ
の
備
え
」
は

企
業
の
皆
様
と
と
も
に

　

シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
で
は
現
在
、

次
の
大
規
模
災
害
発
生
に
備
え
、

平
時
か
ら
よ
り
多
様
な
企
業
や
団

体
と
の
連
携
関
係
の
構
築
に
努
め
て

い
ま
す
。
そ
の
活
動
の
多
く
は
法

人
賛
助
会
員
の
皆
様
に
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
多
く
の
企
業
様
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

h
ttp:/

/
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1
日
33
円
か
ら
で
き
る
こ
と

　

次
の
大
規
模
災
害
に
向
け
、
平

時
か
ら
備
え
て
お
く
た
め
に
、
皆

様
の
力
が
必
要
で
す
。
マ
ン
ス
リ
ー

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
毎
月
定
額

（
１
０
０
０
円
単
位
）
を
ご
寄
付
い
た

だ
く
形
で
、
大
規
模
災
害
に
と
も

に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

https://twitter.com/civicforce

http://www.youtube.com/civicforceorg

https://www.facebook.com/civicforce

http://www.civic-force.org/mailmag/

支
援
の
輪 

広
げ
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
ボ
ッ
ク
ス

　
お
店
の
レ
ジ
横
や
会
社
の
受
付
、

イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
に
チ
ャ
リ
テ
ィ

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、
支
援
の
輪

を
広
げ
ま
せ
ん
か
。
お
問
い
合
わ

せ
はpr@

c
ivic

-
fo

rc
e
.o

rg

ま
で
。

１
日
１
回
１
ク
リ
ッ
ク

　

「
ク
リ
ッ
ク
募
金
」
は
、
「
ク
リ
ッ

ク
一
つ
」
で
募
金
で
き
る
仕
組
み
で

す
。 

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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シ

ビ

ッ
ク

フ
ォ
ー
ス
の
活

動
は
、
多
く

の
企

業

・
個

人
の
皆
様
に

支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。


